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活動拠点 全国 

略歴 

1976年生まれ。東京都出身。 

 

18歳で起業。1999年に法人化し、AIを活用したサービス開発やデジタルサイネージ

事業などの推進により約 10年経営した。また、（株）ユーグレナ 取締役や（株）コ

ークッキング 取締役など社会課題解決を目指すスタートアップの経営にも携わった

ほか、様々な地方自治体と連携してジェンダー平等・人口減少対策・DX推進などに

も取り組んだ。 

 

2021年 4月、三重県 最高デジタル責任者（CDO）に就任。みんなの想いを実現する

「あったかい DX」を掲げ、人間中心のデジタル社会形成を統括した。 

 

2023年 4月、株式会社うるら 代表取締役会長に就任。 

----- 

＜ 現任 ＞ 

- 株式会社うるら 代表取締役会長 

- Social Innovation Alliance Japan Denmark 共同代表 

- Japan CDO Community コアメンバー 

- 一般財団法人全国地域情報化推進協会 参与 

- 三重県明和町 顧問 兼 特別観光大使 

- 山形県大石田町 政策参与 

- 徳島県 とくしま新未来 DX推進会議 アドバイザー 

- 総務省 DX推進体制アドバイザリーボード 総合コーディネーター 

- 総務省 地域情報化アドバイザー 

- 総務省 経営・財務マネジメント強化事業 アドバイザー 

- 総務省 地域力創造アドバイザー 

- 内閣府 地域活性化伝道師 

- デジタル庁 シェアリングエコノミー伝道師 

- デジタル庁 デジタル推進委員 

- 経済産業省 IoT/AI時代に対応した地域課題解決のための検討会議 構成員 

- 特定非営利活動法人スーパーダディ協会 理事 
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＜ 主な経歴 ＞ 

- 三重県 最高デジタル責任者（CDO：Chief Digital Officer） 

- 三重県明和町 デジタル政策参与 

- 山形県大石田町 デジタル政策参与 

- 東京都小平市 デジタル政策参与 

- 兵庫県豊岡市 デジタル政策アドバイザー 

- 石川県 デジタル政策アドバイザー 

- 佐賀県佐賀市 デジタル政策フェロー 

- 長野県川上村 地方創生アドバイザー 

- 兵庫県豊岡市 ジェンダーギャップ解消戦略会議 オブザーバー 

- 情報経営イノベーション専門職大学 客員教授 

- 株式会社ユーグレナ 取締役（ミドリムシ活用ビジネス） 

- 株式会社コークッキング 取締役（フードロス削減サービス） 

- 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 宇宙オープンラボ コーディネータ 

- 一般社団法人 Think the Earth ファウンダーメンバー 

＜ 主な受賞歴（所属団体） ＞ 

- 総務省：令和 4年度「電波の日」東海総合通信局長表彰 （三重県） 

- 日本経済新聞社：第 1回 日経 自治体 DXアワード DXリード部門 （三重県） 

- Code for Japan：第 9回 勝手表彰 一般社団法人融合研究所賞 （三重県） 

- 内閣府：第 2回 オープンイノベーションアワード 環境大臣賞 （コークッキン

グ） 

- 環境省：第 7回 グッドライフアワード 環境大臣賞 優秀賞 （コークッキング） 

- 日本デザイン振興会：GOOD DESIGN AWARD 2019 BEST100 （コークッキング） 

- 2003 アジアデジタルアート大賞 入選 （個人） 

＜ 著作・論文等 ＞ 

A Reciprocal Embedding Framework For Modelling Mutual Preferences（IAAI-21） 

こんなことを 

支援できます 

① 次世代自治体への変革（2040 ビジョン、変革推進計画、変革人材育成） 

・2040年に向けたビジョン・戦略・実行計画・行動指針の策定 

・変革への前向きな機運醸成・職員向け「2040変革推進研修」など 

② フロントヤード改革（デジタル完結への転換による時間・人材・予算の創出） 

・デジタルサービスの体験設計 

・住民とのコミュニケーション設計 

・次世代社会基盤（デジタル ID、デジタルポスト、デジタル申請ポータル）の構築 

自治体向け 

メッセージ 

「笑顔」が溢れる地域づくりのお手伝いが出来れば幸いです。 

どんなプロジェクトでも、皆さまと一緒に沢山議論しながら、しっかり成果を出して

いきたいです。 

 

＜主な専門分野＞※特に得意とする専門分野を３つまで掲載 
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＜地域情報化に関する実績＞ 

 

◆2013年：恋チュン現象（AKB48「恋するフォーチュンクッキー」パロディ動画） 

◇実施自治体：佐賀県（243万再生）、神奈川県（502万再生）、鳥取県（58万再生）、富山県（97万再

生）※再生回数は 2026年月時点 

◇概略：佐賀県の動画制作に関するコーディネート（権利者との交渉等）を実施した後、他県への連鎖によ

るシナジー効果の最大化を企画し、神奈川県・鳥取県・富山県へのコーディネート及び制作支援を実施し

た。これにより、TVや新聞・ネットメディア等で社会現象として「恋チュン現象」と表現され大きな話題と

なり、各地方自治体の再生回数の向上および PR効果という成果を得ることが出来た。 

 

◆2015 年～2020年：KAWAKAMI SMART PROJECT 

◇実施自治体：長野県川上村 

◇概略：豊かな農業を営んでおり耕作放棄地ゼロなど産業的には比較的恵まれた地域であるにも関わらず、

男性の農業後継者の非婚率が非常に高くなっており、特に女性の移住検討者に選ばれるために「女性が暮ら

しやすい」地域づくりを目指している。具体的には、女性の社会参画を促進するためにクラウドソーシング

やクラウドファンディングを活用した創業支援・事業育成の仕組みづくりをしたり、女性の自己実現時間を

創るために家事・育児に関するシェアリングエコノミーシステムの実証実験を実施したり、女性の主体的な

農業参画を目的とした軽労働化を促進するためにフィールドサーバ・パワードスーツ・ドローン等の導入を

実施したりといった形で、新しいテクノロジーを活用しつつ、地域社会の抱える様々な課題の解決を試みて

いる。 

 

◆2021 年～2023年：あったかい DX 

◇実施自治体：三重県 

◇概略：デジタル社会形成の方向性として「誰もが住みたい場所に住み続けられる三重県」を掲げ、ジェン

ダー平等を含んだ多様性や包摂に基づく「寛容な社会」を前提条件として、県民の皆さまの心豊かな暮らし

と地域の持続可能性を目指し、みんなの想いを実現する「あったかい DX」を推進するなど、人間中心のデジ

タル社会形成を統括した。 

 

◆2024 年～：Beyond 2040 Mie-Meiwa  

◇実施自治体：三重県明和町 

◇概略：「2040年における次世代役場構築に向けた変革推進会議」にて「2040変革推進宣言」（Beyond 

2040宣言）を発出。地域の労働力不足が深刻な問題となる「2040年問題」に対して、「あったかいサポー

ト」の充実、「住民起点」の行政サービスへの転換、「職員の自己実現」と働きやすい環境の創造を掲げ、

役場が変革の先導を担うことを目指している。また、明和町における 2040年の理想状態を描き、その確実な

実現のために「変革を前提としたデジタル化」を進めている。総務省「令和 5年度自治体フロントヤード改

革モデルプロジェクト」に選定。子育て世代にターゲットを絞り、子育て領域行政サービスのデジタル完結

を目指す「子育て DX」を推進している。さらに、全体のアーキテクチャを見直し、次世代社会基盤（デジタ

ル ID、デジタルポスト、デジタル申請ポータル）を整備することで、子育て領域にとどまらず、他の行政サ

ービスにも横展開しやすい基盤を構築した。 


